
令和７年６月定例会
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第５７９回遊佐町議会定例会一般質問通告書

1

９番
菅原　和幸

（一問一答）

1.2060年の遊佐町
　の人口が現在の
　半減まで進む予
　測での施策の展
　開は

　平成26年に制定された「まち・ひと・しごと創
生法」に基づき、本町は平成27年10月に「人口ビ
ジョン」を策定、「2060年に総人口8000人を維持
する」を基本とし施策を進めている。しかし、町
は「遊佐町総合発展計画（第9次遊佐町振興計
画）」の策定にあたり、同ビジョンの見直しを行
い、「2060年の総人口を約6700人を維持する」と
の素案を示している。
　今年10月には、5年毎に行われる国勢調査が予定
されており、本町の人口動態が把握できるものと
認識するが、全国レベルでは、平成21年から令和2
年頃までほぼ横ばいで推移した「18歳人口」が、
令和3年頃から減少に突入、10年後には急減期に入
るとされる。
　これらの現状を踏まえ、第578回議会一般質問に
おいて、「持続可能な医療提供体制の構築」が検
討すべき喫緊の課題であるとする質問を行った。
町長は「今後、県と連携をしながら地域医療の勉
強会などを行い、町民の皆様とともに、安心して
暮らせるための医療提供体制を考える」と答弁さ
れた。
　人口ビジョンの巻頭に、「人口減少における諸
課題について迅速かつ的確に対応し、力強く地方
創生に取り組んでいく」と記載されている。
　医師確保は医療法により県の対応であること、
町が医療機関に一定の補助を行っていることは理
解している。更に、町内の医療体制の現状や社会
的事業を基礎に検討を進め、必要とする施策を迅
速に行うべきではないか。
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２

1番
遊佐　亮太

（一問一答）

1.超高齢社会に備え
　た「医療・介護・
　リハビリ・生活支
　援」体制強化につ
　いて

遊佐町の高齢化率は44.8％（令和５年10月１日現
在）と県平均35.2％よりも高い数値となってお
り、要支援・要介護認定者は965人（令和７年３月
末）に上ります。町内唯一の地域の中核病院で
は、令和７年３月に開設したばかりの地域包括ケ
ア病床が稼働率99％、療養病床も80％台で推移し
ており、退院後の「受け皿」の不足が顕在化して
います。
一方、特別養護老人ホーム３施設は稼働率ほぼ
100％、待機者は令和６年11月末時点で151人と
なっており、中核病院での訪問リハビリは休止
中、令和７年４月現在では理学療法士１名・作業
療法士２名・言語聴覚士ゼロという体制です。在
宅患者への訪問歯科診療も年間22回・利用者数５
名にとどまり、誤嚥性肺炎対策や口腔機能の維持
が十分とは言えません。高齢者の移動・買い物支
援も実態把握が進まず、福祉タクシー券利用率は
５割強にとどまっています。
こうした現状を踏まえ、以下の点についてお伺い
します。
１．在宅医療体制強化
・地域包括ケア病床の需要分析
・訪問診療における看取りについて
・医師、看護師誘致策
２．リハビリ拠点整備策
・訪問リハビリ拡充の検討
・リハビリ型デイサービス設置支援
・リハビリ職（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）確保支援
３．口腔・嚥下支援拡充
・訪問歯科診療の現状と課題
・ＳＴ不在の代替施策
・口腔加算取得推進
４．移動、買物支援戦略
・移動弱者実態調査の検討状況
・自動運転やライドシェア実証計画の検討
・商店との連携や移動販売車導入の検討
５．共助サービス活用策
・西遊佐地区「エプロンサービス」の評価
・介護、リハビリへの橋渡し機能強化の検討
・町内全地区への展開検討
以上の点についてお伺いし、超高齢社会を見据え
た実効性ある医療・介護・生活支援施策をお示し
いただきたい。
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1.松くい虫被害

　庄内地域の松くい虫被害発生状況はR5年はR4年
の2.5倍、R6年はR5年の1.8倍となっていて高温少
雨や伐り残しが原因で急激に被害が拡大してい
る。県の森林ノミクス推進課では、限られた予算
や人的資源で将来にわたって庄内海岸林の飛砂防
備機能を維持するために、防除対策の重点化と樹
種転換を図る必要があるとしている。ゾーニング
の重点エリアはクロマツ林の保全を最優先とし、
準重点エリアは広葉樹林への樹種転換を進めるも
のである。樹木医の方は林野庁の方針と同じく庄
内海岸林はクロマツの一斉林から、より多様性の
ある森林へと変化を受け入れる時代が来たと指摘
している。それによってマツ枯れのリスクと経費
と労力の軽減を図っても良いとしている。町の
ゾーニングに対する取り組みはどのようなもの
か。

2.DXの展望

　デジタル田園都市国家構想は、地方に住みなが
らも都市と同等の情報やサービスを利用できるよ
うにすることである。デジタル実装の取り組みを
支援する交付金も設けられており、R6年度は1,735
億円で地方の意欲的な取り組みを支援するもので
ある。遊佐町のこの交付金の活用状況について伺
います。
　町がDX化を進めるにあたり、町民サービスの向
上と業務の効率化を図ることが重要である。デジ
タル化の実施には大きなコストを要するが、投資
対効果の検証はなされているか。

３

　１１番
斎藤　弥志夫

（一問一答）

４

　６番
本間　知広

（一問一答）

1.日沿道開通遅延に
  よる「新・道の
  駅」への影響は

　「新・道の駅」は9年度中の開業を目指し事業が
進んでいる。8年度には建設工事が行われる予定
だ。
　この計画はそもそも、日沿道の秋田県境区間が8
年度中に開通することに合わせたものである。そ
の開通予定がずれ込み、新たな県境開通の時期は
まだ示されていない。ただ、吹浦ICまでは8年度中
に開通することになっているようだ。いずれは県
境部分も開通になると思うが、それまでは少なか
らず当初の予定とは道路環境にズレが生じること
は否めないと考える。
　あくまでも全線開通を前提に計画を立ててきた
中で、吹浦ICまでの部分開通での開業となると、
既存の国道7号の利用頻度など状況は変わることが
予想される。日沿道の状況にかかわらず予定通り
計画は進めていくようだが、そのような状況で開
業した場合、どのような影響が考えられるか伺
う。
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５

　７番
那須　正幸

（一問一答）

1.大雨災害を踏まえ
  月光川の整備と土
  砂の浚渫計画は

　昨年7月の豪雨では、当町でも甚大な災害に見舞
われ、農地や道路をはじめ床上、床下浸水の被害
を受けた家屋や車など、多岐にわたり被害が出
た。月光川ダムにより水害による被害はないと
思っていた矢先、異常気象や線状降水帯の発生に
より、川の水位が短時間でみるみる増え、行き場
のなくなった町内の都市下水路が内水氾濫を起こ
した。
　月光川は現在でも、旧朝日橋の橋台には昨年の
大雨で流された流木がそのまま残っている状態で
あり、その上流にかけては、川の流れが見えない
くらい草柳などが生い茂り、水嵩が増えると抵抗
があり流れにくい状況とも見える。また、吹浦旧
漁港河口付近の新吹浦橋下から西浜橋、旧漁港か
ら二見岩にかけては、土砂の堆積が昨年の大雨で
さらに増え続けている。昨今の気象状況からみる
と昨年のような大雨が降ったり、近い場所での津
波などが起こったりした場合、より大きな被害が
起こる可能性がある。
　月光川は2級河川であり県の管轄であるが、昨年
の大雨災害を踏まえ、同じ災害を繰り返さない為
に、雑木などの除去や土砂の浚渫などが必要とみ
るが、当町ではどのような対策を講じているの
か、今後の計画があれば伺う。
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1.学校給食費負担軽
  減事業の検証結果
  について

　遊佐町では近隣自治体に先駆けてR6年10月より
6ヶ月分、小中学校の学校給食費負担軽減事業が施
行され、全額助成された。町の大きな決断に感謝
いたします。
　R7年2月に国の方針で、小学校を念頭にR8年度か
ら給食無償化を実施すると示された。このまま方
針が変わらなければ、小学校分は国からの補助金
支給となるので町の負担も減ると思われる。
　R7年度に入り約2ヶ月が経過したが、R6年度の学
校給食費負担軽減事業の検証は終えられたのか。
　保護者へのアンケート調査、もしくは保護者会
等での質問や意見の取りまとめがされたのか。ま
た、その意見の内容を伺いたい。
　R7年度も6ヶ月間、同様の事業を行うにあたって
の前回の改善点を考えるためにもぜひ伺いたい。

2.今後の給食の食材
  調達について

　学校給食で使っている食材調達に関して伺う。
米は遊佐産のもの。地元の野菜は野菜直売所や農
家さんたちからの納入、その他の食材は地元の事
業者や契約者から納入されていると聞いている。
　昨今の物価高騰に加えて米、野菜は天候不順と
生産者減少で食材入手も年々厳しくなってきてい
ると思われる。
　また、R9年の新道の駅開業に合わせて、現在の
野菜直売所からの納入も難しくなると考えられ
る。2年後のことではあるが、今から地元の野菜納
入先も検討するべきと考える。
食材調達、特に地元の物においては、子どもたち
の一食を担う大事な案件と思っている。
今後の食材調達に関してどうお考えか伺う。

６

２番
伊原　ひとみ

（一問一答）
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1.指定管理料の余剰
　金の取り扱いにつ
　いて

　町は「遊佐町公の施設の指定管理者の指定手続
等に関する条例」において公共施設の管理を行わ
せるための詳細を定めている。
　昨今の物価高騰に伴って年々増加してきている
指定管理料であるがどのような積算を基に、どの
ように精査して指定管理料を決定しているのか、
「指定管理者選考委員会」の選考会議内容と事業
者からの報告書に対しての精査の状況を伺う。
　昨今は全国的にも多様な業態の事業者が指定管
理を請け負っている。指定管理のみを請け負う事
業者、営利事業を行いつつ指定管理を請け負う事
業者、新道の駅の指定管理候補者のような「共同
企業体」など。事業形態はどうであれ指定管理料
は委託された公の施設の管理に対して使用される
べきであると理解をしているが、事情により余剰
金が発生した場合など当初と計画が変更になった
場合の返還請求条項が遊佐町の条例には見当たら
ない。現に、事業者によっては「次期に繰り越
す」形をとっている事業者や「企業利益として他
の事業に支出」するなど事業者によって取り扱い
が異なっている。特に町の三セクである株式会社
についてはこれまでの現状をお聞きする。また今
後新道の駅開業にあたり町が指定管理料につい
て、どのように考えているか町長のお考えを伺
う。

2.入札不調の対応に
　ついて

　昨今、全国的に多くなってきている入札不調。
入札の不調に関してはいろいろと理由が考えられ
るが、遊佐町の「競争入札参加資格審査申請」に
よると建設業法登録事業者、非登録事業者に関わ
らず、町内町外事業者とも申請自体は可能となっ
ている。遊佐町独自の地域要件があるのか状況を
お聞きする。
　また、遊佐町での入札不調（応札者不在）と入
札不落（価格による不落）の状況をお聞きする。
　応札者不在は予定価格の問題だけではないと推
察するが、分離発注等も含め町の見解を伺う。
　今後、約３３億円もの新道の駅を建設するにあ
たり、物価高騰の影響は大きいと思うが、町が優
先する事項をお聞きする。（価格・期限・業者）

７

４番
今野　博義

（一問一答）
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８

　昨年7月の豪雨災害から1年近く経過する今、町
が防災体制に関する課題をどのように解決してき
たか検証する時期にある。
　地震、台風、大雨、土砂災害など各地で甚大な
被害が多発している中、当町においても災害リス
クは常に存在しており、予測不能な事態に備えた
防災体制の強化が急がれる。また災害は突発的に
発生し、多くの人命や財産に被害を及ぼすことか
ら、住民の安全を守る最前線にある町には迅速か
つ的確な対応が求められている。
　今回、昨年の12月定例会に続いて防災に関する
一般質問を行うにあたり、注目すべき点は町が当
時の教訓を踏まえどのような反省と課題解決を行
い行政に生かしてきたかということ。更には地理
的・気象的な特性からさまざまな自然災害のリス
クを抱えいる当町として、災害に強いまちくりを
進める中で、どのような実効性のある防災体制強
化を行う考えかをお聞きする。
①豪雨災害時、町の防災対応にかかる総括
②浸水想定区域である町営住宅の浸水被害につ
　いて
③災害対策本部、町職員の防災対応に関して
④防災ハザードマップの更新について
⑤自主防災組織との連携、訓練体制
⑥防災士協議会の活動内容と方向性

1.町の防災体制の改
　善、強化について

５番
渋谷　敏

（一問一答）
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1.小中学生の通学時
　の安全確保対策は
　万全か

①報道では「埼玉県三郷市で乗用車が下校中の小
学生10人ほどの列に突っ込み、6年生の男子児童4
人が負傷した」とのことである。また、遊佐中学
生が自転車で登校途中に、自動車と衝突し負傷し
た事故も発生している。これらを教訓としての交
通安全対策の実施状況をお伺いします。
②米沢市の女子中学生が、帰宅途中に熱中症の疑
いで亡くなった事案がありました。登下校時の熱
中症対策状況をお伺いします。

2.職員の働き方改革
　の現況は

①令和6年第572回定例会において、「職員の働き
方改革」に対し「何とか業務量を減らすことはで
きないか、何とか働く人員を増やすことはできな
いか、何とか業務をほかに委託することができな
いかの三つである。」とのご答弁でありました。
その進捗状況をお伺いします。
②現在、町民課長と会計管理者が兼務されていま
すが、働き方改革に則してはいないと思料される
が、如何お考えかお伺いします。

1.町に必要な人材確
　保について

　役場で働く人材は、ここ数年定員を下回って
いる状況である。会計年度任用職員や協力隊を補
充するなど対策を行っているが、職員の業務負担
が大きいように見える。役場の人材不足の状況を
どのようにとらえていて、今後必要な人材をどの
ように確保していくのか。
　また、町内でも人手不足の事業者がある。どの
ような分野で人材不足が深刻なのかそれに対しど
のような対策を町では行っているかをお聞きす
る。

2.人口減少を見据え
　た組織体制、活動
　のあり方

　町の人口ビジョンでも示された人口減少に加
え、定年延長などで地域活動に関われる人が減っ
ている状況である。
　今、町民に委嘱し行っている活動や、組織体
制など、今後を見据えて変えていく時期であると
考えるが、町の考えをお聞きする。

１０

３番
駒井　江美子

（一問一答）

９

８番
佐藤　俊太郎

（一問一答）
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